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本報告書は、文部科学省の地球観測技術等調査研究

委託事業による委託業務として、学校法人学習院 学

習院大学が実施した令和 4 年度「宇宙ルール形成に

着目した文理融合×産官学連携による人材創造プロ

グラム」の成果を取りまとめたものです。 
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1 はじめに 

 

1.1 委託業務の目的 

 

宇宙分野の裾野拡大と宇宙活動を支える人材の育成は、我が国の喫緊の課題である。そのた

めには、自然科学分野に加えて、人文・社会科学分野の人材が宇宙分野に参画する機会を作り、

大学での人材育成基盤を確立する必要がある。 

 

本委託業務では、宇宙ビジネスにおける宇宙ルール形成を主導する人材の育成を目指す。 

 

第一に、宇宙法や宇宙技術開発、宇宙ビジネス、宇宙考古学など文系・理系の学生が宇宙分

野（宇宙利用）について参画する機会を創出するために、全学共通科目「宇宙利用論」開講する。 

 

第二に、宇宙ビジネス分野における人材育成として、宇宙技術開発の現状とビジネスに展開す

る上での課題を学び、それらの学びから新たな宇宙ビジネスに展開できる事業提案能力の育成を

行うために、宇宙ベンチャー企業と連携し宇宙ビジネスに関する国内研修及び海外インターンシッ

プを開発する。 

 

第三に、宇宙ルール形成分野における人材育成として、各国の宇宙法分野の研究者との人材

及び研究交流の場を創出し宇宙ルールの形成に必要となる国際コミュニケーション能力を育成す

るために、国際宇宙法学会（IISL: International Institute of Space Law）による宇宙法模擬裁判大

会アジア地区大会及び宇宙法国際シンポジウムを開催する。 
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1.2 業務の方法 

 

令和４年度における実施内容は、以下の通りである。 

令和 4年度は各事業実施に向けた事前準備を行う。 

 

①全体統括及び全学共通科目開講準備 

a.全体統括 

事業全体の進捗を把握するため、統括会議を 5回程開催する。 

b. 全学共通科目開講準備 

令和 5 年度に開講予定の全学共通科目「宇宙利用論」準備のために、人文・社会・自然科学の

研究者による担当講師の調整、講義内容及び資料の確認を行うなど講義計画を策定する。 

 

②国内研修及び海外インターンシップ事前調査 

令和 5 年度の実施に向けて、国内研修及び海外インターンシップ事前調査を行う。具体的には、

宇宙ベンチャー企業と連携して宇宙技術開発の現状を学び新たな宇宙ビジネスの提案を行う国

内研修を実施するとともに、海外インターンシップ候補先として 10 社程度を選定し、実施時期や実

施内容について交渉を行い、一部については現地にて最終確認を行う。 

 

③宇宙法模擬裁判大会事前調整、国際シンポジウム 

令和 5 年度に実施予定の宇宙法模擬裁判大会に向けて、国際宇宙法学会の世界本部（フラン

ス・パリ）を訪問し、理事会において宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会の日本開催（学

習院大学での実施）に立候補する。その後、世界本部から理事やアジア・太平洋地区大会におい

て裁判判事の候補者となる研究者を招へいし、学習院大学の現地視察と併せて、宇宙法に関す

る国際シンポジウムを開催する。 
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2 実施内容 

 

2.1 全体統括及び全学共通科目開講準備 

 

統括会議の実施 

 本事業の実施にあたり、統括会議を 3回実施した。日付、議題は以下の通り。 

1 回目 日付 令和 4 年 11 月 15 日（火）13：00～14：10 

議題 宇宙航空科学技術推進委託費予算配分、間接経費、進捗状況 

2 回目 日付 令和 5 年 1月 16 日（月）12：00～13：00 

     議題 進捗確認、宇宙利用論シラバス案、模擬裁判大会案、ホームページ案 

3 回目 日付 令和 5 年 3月 7日（火）16：00～18：00 

     議題 宇宙利用論概要 

 

宇宙利用論講義概要 

 全学共通科目開講のために宇宙利用論講義概要を以下の通り作成した。 
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宇宙利用論プレ講義の実施 

全体統括会議及び全学共通科目開講準備では具体的な実施内容として、新入生及び在学生

を対象に「宇宙利用論プレ講義」を以下の通り実施した。宇宙利用論は令和 5 年度新規開講科目

であり、その認知促進と受講生確保のためにプレ講義を実施し、142 名の申し込みがあった。 

指定校推薦や内部進学者には合格書類に以下の案内文を送付した。一般入試入学手続き者

には、学習院大学ホームページ及び広報大使 さくまサン ツイッター（@Saku_Gakushuin）におい

て告知した。 
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 宇宙利用論プレ講義当日に使用したスライドの一部を掲載する。 
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2.2 国内研修及び海外インターンシップ事前調査 

 

宇宙ビジネス国内研修の実施 

 令和 5 年 2 月 27 日(月)、28 日(火)に、Space BD(株)日本橋オフィスにおいて、在学生を対象に

「宇宙ベンチャー・インターンシップ」を実施した。学習院大学ホームページ及び広報大使 さくまサ

ン ツイッター（@Saku_Gakushuin）、在学生用ポータルサイト（G-port）において告知した。18 名の

申し込みがあり、DAY1 は 14 名、DAY2 は 15 名が出席した。 

 

研修受講者へのアンケート結果では、参加動機としては、宇宙、宇宙利用論、ベンチャー企業、

宇宙産業、本研修内容への興味・関心挙げられた。その他には、就職活動準備や宇宙ビジネスに

おける新規事業企画立案への興味・関心などがあった。 

 

研修を受講した感想としては、以下の点が挙げられた（要約）。 

・文系・理系の学部を超えた交流ができた点がよかった。 

・宇宙についての知識をもとに新規事業開発のワークショップを行うことができた。 

・初めて話す方々と共にタスクに向かう中で新たな知見を得られた。 

・実際に働いている方からのプレゼンに対するアドバイスが貴重な経験となった。 

・衛星開発のワークショップは実際に事業をされている SpaceBD さんだからできる体験。 

・社会人になるにあたって大事なことや学生のうちだからできることを実感できた。 

・ビジネスにおいてはスピード感や判断力が大事であることを学べた。 

・宇宙事業に対する理解が深まった。 

・正解がないことに対して何か解決策やアイデアを出すことの重要性を理解できた。 

・事業開発のプロセスを経て、限られた時間の中で話し合い、解決することを学べた。 

・人として成長できた。宇宙に対してより興味をもつことができた。 

・審査員役の方から質問やコメント、順位がつくのはとてもやりがいがあった。 

 

海外インターンシップ事前調査 

 海外インターンシップ先として、以下の企業をリストアップした。  

1. HelioX Cosmos Co., Ltd.（台湾、人工衛星打ち上げサービス） 

2. satsearch B.V.（オランダ、人工衛星開発プラットフォーム） 

3. ISISPACE（オランダ、超小型衛星打ち上げサービス） 

4. CubeSpace Satellite Systems (Pty) Ltd（南アフリカ、人工衛星開発） 

5. Arianespace S.A.S（フランス、ロケット開発） 

6. Satlantis（スペイン、小型衛星用カメラ開発） 

7. Spacemanic（スロバキア、小型衛星開発） 

8. Yuri（ドイツ、ライフサイエンス） 

9. B-Bridge（アメリカ、アントレプレナーシップ教育） 

10. Space BD ベルギーオフィス（ベルギー、人工衛星打ち上げサービス） 
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宇宙ビジネス国内研修資料 

告知の際に使用した資料は以下の通りである。 
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 宇宙ベンチャー・インターンシップ当日に使用したスライドの一部を掲載する。 
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2.3 宇宙法模擬裁判大会事前調整、国際シンポジウム 

 

令和 5 年度に本学にて実施予定の宇宙法模擬裁判大会に向けて、国際宇宙法学会の世界本

部（フランス・パリ）を訪問し、理事会において宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会の日

本開催（学習院大学での実施）が承認された。令和 5 年 2 月に国際宇宙法学会（IISL）シュローグ

ル会長を招へいし、学長表敬訪問、模擬裁判教室などの現地視察、研究代表者らとの意見交換

を行った。当日の様子は本学及び国際宇宙法学会（IISL）の双方のホームページに掲載した。 

学習院大学「国際宇宙法学会シュローグル会長が本学を訪問しました。」 

https://www.univ.gakushuin.ac.jp/news/2023/0224.html 

国際宇宙法学会（IISL）「 Gakushuin University, the host institution for the Asia-Pacific 

Regional Round of the IISL Manfred Lachs Space Law Moot Court Competition 2023 and 2024 

invites IISL President」 

https://iisl.space/gakushuin-university-the-host-institution-for-the-asia-pacific-regional-round-of-the-ii

sl-manfred-lachs-space-law-moot-court-competition-2023-and-2024-invites-iisl-president/ 

 

（写真左から）シュローグル会長   荒川一郎学長 

 
（写真左から）竹内悠（應義塾大学宇宙法研究センター研究員）、佐藤雅彦（本学法学部客員教授） 

シュローグル会長、荒川一郎学長 

https://www.univ.gakushuin.ac.jp/news/2023/0224.html
https://iisl.space/gakushuin-university-the-host-institution-for-the-asia-pacific-regional-round-of-the-iisl-manfred-lachs-space-law-moot-court-competition-2023-and-2024-invites-iisl-president/
https://iisl.space/gakushuin-university-the-host-institution-for-the-asia-pacific-regional-round-of-the-iisl-manfred-lachs-space-law-moot-court-competition-2023-and-2024-invites-iisl-president/
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乾友彦（本学国際社会科学部教授）、渡邉匡人（本学理学部教授） 

 

 

模擬法廷教室視察 

 

令和 5 年 2 月 9 日（木）13 時 00 分～16 時 40 分に研究協力者の所属する慶応義塾大学宇宙

法研究センターが主催した「第 14 回宇宙法シンポジウム：持続可能な宇宙活動に求められるリス

ク管理と法政策」において招へい者及び研究協力者による講演を行った。宇宙法分野の研究者

130 名が参加した。 

 

講演「国際宇宙ルール形成と人材育成」 

登壇者：Kai-Uwe Schrogl 国際宇宙法学会会⾧ 欧州宇宙機関特別政策顧問 

     佐藤雅彦 国際宇宙法学会理事 学習院大学法学部客員教授 

  

当日に使用したスライドの一部を掲載する。（次ページ） 
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3 まとめ 

 

令和 4年度は各事業実施に向けた事前準備を行った。 

 

①全体統括及び全学共通科目開講準備 

a.全体統括 

事業全体の進捗を把握するため、統括会議を 3回開催した。 

b. 全学共通科目開講準備 

令和 5 年度に開講予定の全学共通科目「宇宙利用論」準備のために、人文・社会・自然科学の研

究者による担当講師の調整、講義内容及び資料の確認を行うなど講義計画を策定した。 

 

②国内研修及び海外インターンシップ事前調査 

令和 5 年度の実施に向けて、国内研修及び海外インターンシップ事前調査を行った。具体的には、

宇宙ベンチャー企業と連携して宇宙技術開発の現状を学び新たな宇宙ビジネスの提案を行う国

内研修を実施した。海外インターンシップ候補先として 10 社程度を選定し、実施時期や実施内容

について交渉を行った。一部については現地にて最終確認を行う代わりに、オンラインによる海外

インターンシップや、海外との連携に強みを持つ国内企業との連携を検討した。 

 

③宇宙法模擬裁判大会事前調整、国際シンポジウム 

令和 5 年度に本学にて実施予定の宇宙法模擬裁判大会に向けて、国際宇宙法学会の世界本部

（フランス・パリ）を訪問し、理事会において宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会の日本

開催（学習院大学での実施）が承認された。その後、本事業の取組が国際宇宙法学会において高

く評価されたため、世界本部から理事やアジア・太平洋地区大会において裁判判事の候補者とな

る研究者の代わりに会長を招へいし、学習院大学の現地視察を行った。招へい者の都合により本

学一般入試期間中の訪問となったことから、宇宙法に関する国際シンポジウムを開催する代わり

に、研究協力者の所属する慶応義塾大学が主催した宇宙法シンポジウムにおいて招へい者及び

研究協力者による講演を行った。 

 

いずれも当初計画通りであり、遅滞なく事業を実施している。令和5年度は宇宙利用論開講、宇

宙法模擬裁判大会の実施など本事業における中核的な取り組みを実施するため、今年度の取組

を具体的な成果に繋げられるよう注意したい。 
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4 添付資料 

 

なし 
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学会等発表実績 

 

委託業務題目「宇宙ルール形成に着目した文理融合×産官学連携による人材創造プログラム」 

機関名 学校法人学習院 学習院大学 

 

1. 学会等における口頭・ポスター発表 

発表した成果（発表題

目、口頭・ポスター発表

の別） 

発表者氏名 発表した場所 

（学会等名） 

発表した時期 国内・外

の別 

国際宇宙ルール形成と

人材育成（講演） 

Kai-Uwe Schrogl 

佐藤雅彦 

慶応義塾大学宇宙法研

究センター 

「第 14 回宇宙法シンポ

ジウム」 

令和 5年 2月 9

日 

国内 

     

     

     

     

 

2. 学会誌・雑誌等における論文掲載 

掲載した論文（発表題目） 発表者氏名 発表した場所 

（学会誌・雑誌等名） 

発表した時期 国内・外

の別 

該当なし     

     

     

     

     

 

（注）発表者氏名は、連名による発表の場合には、筆頭者を先頭にして全員を記載すること。 

 


